
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫クロマト試験片に測定光を照射し、前記免疫クロマト試験片からの光を測定する免
疫クロマト試験片の測定装置であって、
　前記免疫クロマト試験片からの光を受光する フォトダイオードと、
　前記免疫クロマト試験片と前記フォトダイオードとの間に設けられ、前記免疫クロマト
試験片からの光の一部を前記フォトダイオードに導く複数の光通路を有する遮光部材、と
を備え、
　前記複数の光通路は、前記免疫クロマト試験片に形成されるライン状の呈色部が延びる
方向に沿って並設されて
　

ことを特
徴とする免疫クロマト試験片の測定装置。
【請求項２】
　前記光通路の幅は、前記ライン状の呈色部の幅以下であることを特徴とする請求項１に
記載の免疫クロマト試験片の測定装置。
【請求項３】
　前記光通路は、前記遮光部材に形成された孔部であることを特徴とする請求項１に記載
の免疫クロマト試験片の測定装置。
【請求項４】

10

20

JP 4005929 B2 2007.11.14

一個の

おり、
前記複数の光通路が配置された領域の該複数の光通路の並設方向での長さは前記呈色部

の長さよりも小さく、前記複数の光通路の全てに前記呈色部からの光が入射する



　前記孔部の内径が、前記ライン状の呈色部の幅以下であることを特徴とする請求項３に
記載の免疫クロマト試験片の測定装置。
【請求項５】
　

　
ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の免疫クロマト試験片

の測定装置。
【請求項６】
　前記免疫クロマト試験片からの光が、前記免疫クロマト試験片に照射された前記測定光
の反射光であることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の免疫クロマ
ト試験片の測定装置。
【請求項７】
　前記免疫クロマト試験片からの光が、前記免疫クロマト試験片に照射された前記測定光
の透過光であることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の免疫クロマ
ト試験片の測定装置。
【請求項８】
　前記免疫クロマト試験片を、前記フォトダイオードと前記光通路とを含む検出光学系に
対して、前記免疫クロマト試験片における抗原又は抗体の移動方向に平行に、相対的に移
動させる移動手段を更に備えたことを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか一項に記
載の免疫クロマト試験片の測定装置。
【請求項９】
　前記フォトダイオードと前記光通路とを含む検出光学系が複数並設されていることを特
徴とする請求項１～請求項８のいずれか一項に記載の免疫クロマト試験片の測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、免疫クロマト試験片の測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
免疫クロマト式分析について説明する。免疫クロマト試験片では、検体（試料）中の抗原
（又は抗体）と抗原抗体反応を起こす抗体（又は抗原）が免疫クロマト試験片の特定の位
置にあらかじめ帯状に塗布されている。その免疫クロマト試験片に検体を適用した後、展
開液により検体中の抗原（又は抗体）を溶出させて試験片に浸透させていくと、免疫クロ
マト試験片に塗布されている抗体（又は抗原）のところで抗原抗体反応により検体中の抗
原（又は抗体）がトラップされる。このトラップされた量が検体中のその抗原（又は抗体
）の総量であるので、検体中の抗原（又は抗体）を色素で標識しておけば吸光度等の光学
的測定により抗原（又は抗体）の総量が測定できる。免疫クロマト分析法は、通常の呈色
試験法に比べて極微量まで定量が可能な方法である。
【０００３】
検体が展開し呈色した後の免疫クロマト試験片から検体中の特定物質の濃度を測定するた
めの装置として、ＬＥＤから照射された測定光を免疫クロマト試験片で反射させて、その
反射光を案内する一本の穴を介してフォトダイオードで測定するものが知られている（例
えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
【特許文献１】
特開平１１－８３７４５号公報（第４頁）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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前記光通路の長さをＬ１、前記光通路の光入射端から前記免疫クロマト試験片までの距
離をＬ２、前記光通路の径をＲ１、前記呈色部の長さをＷ１とするとき、前記複数の光通
路が配置された前記領域の該複数の光通路の並設方向での前記長さは、

Ｗ１－２×Ｒ１×Ｌ２／Ｌ１
である



ところで、免疫クロマト試験片におけるライン状の呈色は、その位置によって濃淡の差が
大きく生じることがある。このため、たまたま、呈色部中の色の薄い（呈色の度合いが小
さい）個所から反射光が測定された場合には、呈色の程度が実際よりも小さく評価されて
しまう。また逆に、たまたま呈色部中の色の濃い（呈色の度合いが大きい）個所から反射
光が測定された場合には、呈色の程度が実際よりも大きく評価されてしまう。
【０００６】
このような誤りを避けるために、穴の径を大きくすると、今度は、呈色した部分以外から
の反射光までも、フォトダイオードにより測定されてしまい、測定結果に大きな誤差が生
じてしまう虞がある。
【０００７】
本発明は、従来技術が有するこれらの問題点に鑑みなされたものであり、免疫クロマト試
験片の呈色の度合いを正確に測定することが可能な免疫クロマト試験片の測定装置を提供
することを課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る免疫クロマト試験片の測定装置は、免疫クロマト試験片に測定光を照射し
、免疫クロマト試験片からの光を測定する免疫クロマト試験片の測定装置であって、免疫
クロマト試験片からの光を受光する フォトダイオードと、免疫クロマト試験片とフ
ォトダイオードとの間に設けられ、免疫クロマト試験片からの光の一部をフォトダイオー
ドに導く複数の光通路を有する遮光部材、とを備え、複数の光通路は、免疫クロマト試験
片に形成されるライン状の呈色部が延びる方向に沿って並設されて

ことを特徴としている。
【０００９】
　本発明に係る免疫クロマト試験片の測定装置では、遮光部材に設けられた複数の光通路

により、免疫クロマト試験片からの光が フォトダイオードに案内される。これ
により、たとえ免疫クロマト試験片の呈色部に場所による濃淡があったとしても、呈色部
の複数の異なる部位から光通路により案内された光が フォトダイオードで測定され
ることにより、結果として場所による濃淡が平均化されるので、呈色部の呈色の度合いを
より正確に測定することができる。また、光通路は、免疫クロマト試験片のライン状の呈
色部に沿って並設されているので、確実に呈色部の呈色の度合いを測定することができる
。
【００１０】
また、光通路の幅は、ライン状の呈色部の幅以下であることが好ましい。このように構成
した場合、光通路は、呈色部から発せられる光をフォトダイオードに案内することができ
る。これにより、免疫クロマト試験片の測定装置が呈色部の呈色度合いを測定している際
に、呈色部以外の不要な光が、フォトダイオードにより測定されることがないので、呈色
部の呈色度合いをより一層正確に測定することができる。
【００１１】
また、光通路は、遮光部材に形成された孔部であることが好ましい。このように構成した
場合、遮光部材に孔部を設けるという簡単な構成で、免疫クロマト試験片からの光をフォ
トダイオードまで案内することができる。
【００１２】
また、孔部の内径が、ライン状の呈色部の幅以下であることが好ましい。このように構成
した場合、孔部は呈色部から発せられる光を確実にフォトダイオードに案内することがで
きる。
【００１３】
　また、

ことが好ま
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一個の

おり、複数の光通路が
配置された領域の該複数の光通路の並設方向での長さは呈色部の長さよりも小さく、複数
の光通路の全てに呈色部からの光が入射する

全て 一個の

一個の

光通路の長さをＬ１、光通路の光入射端から免疫クロマト試験片までの距離をＬ
２、光通路の径をＲ１、呈色部の長さをＷ１とするとき、複数の光通路が配置された領域
の該複数の光通路の並設方向での長さは、Ｗ１－２×Ｒ１×Ｌ２／Ｌ１である



しい。
【００１４】
また、免疫クロマト試験片からの光が、免疫クロマト試験片に照射された測定光の反射光
であることが好ましい。この場合、免疫クロマト試験片の表面に照射した測定光の反射光
を測定することにより、呈色部の呈色度合いを測定するので、測定光を照射する照射光学
系と、反射光を測定する検出光学系とを免疫クロマト試験片の表面側に配置することがで
きる。
【００１５】
また、免疫クロマト試験片からの光が、免疫クロマト試験片に照射された測定光の透過光
であることが好ましい。この場合、免疫クロマト試験片の裏面側から照射した測定光の透
過光を、免疫クロマト試験片の表面側に配置した検出光学系で測定することにより、呈色
部の呈色度合いを測定するので、測定光を照射する照射光学系と、透過光を測定する検出
光学系とを免疫クロマト試験片を間に挟むように配置することができる。
【００１６】
また、免疫クロマト試験片を、フォトダイオードと光通路とを含む検出光学系に対して、
免疫クロマト試験片における抗原又は抗体の移動方向に平行に、相対的に移動させる移動
手段を更に備えることが好ましい。このように構成した場合、移動手段が、免疫クロマト
試験片、又は、検出光学系を、免疫クロマト試験片における抗原又は抗体の移動方向に平
行に移動させながら免疫クロマト試験片からの光を測定することができるので、非呈色部
との比較により、呈色部の吸光度を測定することができる。
【００１７】
また、フォトダイオードと光通路とを含む検出光学系が複数並設されていることが好まし
い。このように構成した場合、１以上の免疫クロマト試験片において呈色部の呈色の度合
いを同時に評価することができ、免疫クロマト試験片の読み取りの効率を高めることがで
きる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明による免疫クロマト試験片の測定装置の好適な実施形態
について詳細に説明する。なお、説明において、同一要素又は同一機能を有する要素には
、同一符号を用いることとし、重複する説明は省略する。
【００１９】
（第１実施形態）
図１は、第１実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の一部切欠斜視図であり、図
２は、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【００２０】
測定装置１は、免疫クロマト試験片５ａに測定光を照射する照射光学系２と、測定光の照
射による免疫クロマト試験片５ａからの光を検出する検出光学系３とを備えた測定ヘッド
４と、この測定ヘッド４と所定の間隔を空けて対向する免疫クロマト試験片５ａを固定す
るための試料台６と、この試料台６を支持するとともに、試料台６との接触面に設けられ
たスライド機構等を不図示のモータ等により駆動させて、試料台６を免疫クロマト試験片
５ａにおける抗原又は抗体の移動方向に対して平行に移動させるための移動台７とからな
る。
【００２１】
照射光学系２は、免疫クロマト試験片５ａの表面に測定光を照射するための光源であるＬ
ＥＤ２ａと、ＬＥＤ２ａから発せられた測定光を免疫クロマト試験片５ａの表面に案内す
るための孔２ｂとを備えている。
【００２２】
検出光学系３は、検出器である一個のフォトダイオード３ａと、免疫クロマト試験片５ａ
の表面で反射された光の一部をフォトダイオード３ａに案内するための光通路である４本
の光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂ（図２参照）と、光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂに
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異物等が侵入することを防ぐために、光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂの光入射口を覆う
透光性を有する板状部材である保護板３ｃとからなる。これらの光案内孔３ｂ，３ｂ，３
ｂ，３ｂは、測定ヘッド４に、免疫クロマト試験片５ａにおけるライン上の呈色部８に対
して平行に、且つ、等間隔に配置されている。
【００２３】
光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂは、免疫クロマト試験片５ａの呈色部８から発せられる
光の一部をフォトダイオード３ａに案内することができれば、特に形状に制限はなく、例
えば、細いパイプや、光ファイバーであっても構わない。また、本実施の形態においては
、光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂの断面形状は円形としているが、例えば、多角形状と
することも可能である。
【００２４】
なお、測定ヘッド４は、光を透過しないような遮光性の材料（例えば、金属等）で形成さ
れており、免疫クロマト試験片５ａで反射される不要な光を遮光する遮光部材としての機
能を有する。本実施形態においては、測定ヘッド４が遮光性の材料で形成され、遮光部材
を兼ねる構成となっているが、測定ヘッド４と遮光部材は別体であっても良く、例えば、
免疫クロマト試験片５ａからの光の光路を遮るように、板状の遮光板を設置するような構
成も可能である。
【００２５】
免疫クロマトユニット５は、ニトロセルロースメンブレンや濾紙等の材質からなる長方形
状である免疫クロマト試験片５ａを備えている。この免疫クロマト試験片５ａは、平面視
長方形状のケーシング５ｂ内に保持されており、ケーシング５ｂには、その長辺方向に沿
って、検体点着ウインド５ｃと、観測用ウインド５ｄと、コントロールウインド５ｅとが
設けられている。
【００２６】
免疫クロマト試験片５ａは、検体点着ウインド５ｃに対応する位置に設けられる検体点着
部５ｆと、観測用ウインド５ｄ及びコントロールウインド５ｅに対応する位置に設けられ
る検出部５ｇ，５ｈとを有している。
【００２７】
検出部５ｇは、検体中の抗原（又は抗体）と反応するそれぞれの抗体（又は抗原）が塗布
されて固定化されており、ライン状（又は帯状）となっている。なお、免疫クロマトユニ
ット５は、試料台６に設けられたケーシング５ｂのサイズに対応する凹部６ａに嵌め込ま
れることで保持されている。
【００２８】
検体は、検体点着ウインド５ｃから検体点着部５ｆに滴下される。検体中の抗原（又は抗
体）は標識色素と結合し、検体中の抗原（又は抗体）と標識色素との結合体や未反応の標
識色素は免疫クロマト試験片５ａの長辺方向に移動する。
【００２９】
今、仮に、検体中に抗原が含まれており、抗原が検出部５ｇと抗原抗体反応するものとす
る。検体が移動するに伴って、検体中の抗原と検出部５ｇに固定されている抗体とが特異
的に反応し、反応した検出部５ｇには、標識色素により呈色したライン状の呈色部８が形
成される。この呈色部８は免疫クロマト試験片５ａにおける検体中の抗原（又は抗体）の
移動方向と直交する方向に延びて形成され、観測用ウインド５ｄから観測することができ
る。
【００３０】
試料台６は、免疫クロマトユニット５を凹部６ａに保持する役割の板状の部材である。ま
た、試料台６と測定ヘッド４とは一定の間隙を空けて配置されている。試料台６と移動台
７との接触面には、スライド機構等の移動機構が組み込まれており、図示しないモータ等
の移動手段を稼動することにより、試料台６は、免疫クロマトユニット５を保持したまま
、免疫クロマト試験片５ａにおける抗原又は抗体の移動方向に対して所定の速度で平行に
移動することが可能である。
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【００３１】
続いて、この免疫クロマト試験片の測定装置１の動作について説明する。
【００３２】
凹部６ａに保持された免疫クロマトユニット５の検体点着部５ｆに検体が滴下されると、
所定の反応時間を経た後に、試料台６は、移動台７上で所定速度でスライド移動を始め、
測定が開始される。即ち、ＬＥＤ２ａから測定光が、移動する免疫クロマト試験片５ａに
対して照射され、免疫クロマト試験片５ａからの反射光が４本の光案内孔３ｂ，３ｂ，３
ｂ，３ｂに案内されフォトダイオード３ａにより測定される。
【００３３】
このように、免疫クロマト試験片５ａを移動させながら、フォトダイオード３ａからの出
力信号を測定することにより、例えば、図３に示すような免疫クロマト試験片５ａからの
光の吸光プロファイルを得る。得られた吸光プロファイルの非呈色部における出力信号強
度Ｔ０と、呈色部８における出力信号強度Ｔ１（呈色の度合い）との比率より、定法に従
い吸光度を算出する。そして、この吸光度を予め準備されている検量線に当てはめること
により、検体中の抗原又は抗体の濃度を求める。
【００３４】
続いて、光案内孔３ｂ，３ｂ，３ｂ，３ｂの形状について図２、図４～図６を用いて詳細
に説明する。
【００３５】
図４は、図１のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図である。図４において、光案内孔３ｂの内径
をＲ１、光案内孔３ｂの長さをＬ１、光案内孔３ｂの光入射口から免疫クロマト試験片５
ａまでの距離をＬ２、ライン状の呈色部８の幅をＲ２とする。
【００３６】
　このとき、光案内孔３ｂの内径Ｒ１が満たさなければならない条件について考える。光
案内孔３ｂには、呈色部８により反射される光をフォトダイオード３ａまで案内する役割
がある。呈色部８における呈色の度合いをより正確に測定するために、光案内孔３ｂに入
射する光には、非呈色部で反射された光が混入しないことが求められる。このことから、
光案内孔３ｂの内径Ｒ１の条件として、下記の（１）式を満足することが求められる。
　　Ｒ２≧Ｒ１＋２×Ｒ ×Ｌ２／Ｌ１　　　　　　・・・　（１）
【００３７】
　ここで、右辺は、免疫クロマト試験片５ａから発する光の内で光案内孔３ｂに入射可能
な光が発生する、免疫クロマト試験片５ａの幅を示している。つまり、図５を参照すると
、光案内孔３ｂに入射する光は、免疫クロマト試験片５ａの領域Ａから発せられたもので
ある。ここで、領域Ａ２の幅は、図５よりＲ１であり、領域Ａ１及びＡ３の幅は、Ｌ２×
ｔａｎθ、つまり、Ｌ２×Ｒ ／Ｌ１と求められる。よって、領域Ａの幅は、Ｒ１＋２×
Ｒ ×Ｌ２／Ｌ１となる。非呈色部からの光が光案内孔３ｂに入射しないようにするため
には、領域Ａの幅を呈色部８の幅Ｒ２以下とする必要があることから、上述の（１）式が
求められる。
【００３８】
なお、（１）式において、保護板３ｃは、充分に薄く形成されるので、保護板３ｃによる
光の屈折を無視している。
【００３９】
（１）式のように、光案内孔３ｂの内径Ｒ１を設定することにより、免疫クロマト試験片
の測定装置１は、呈色部８から発せられる光のみを光案内孔３ｂに取り込むことができ、
呈色部８の呈色度合いを正確に測定することができる。
【００４０】
光案内孔３ｂの内径Ｒ１は（１）式を満足する範囲で、できるだけ大きく設定することが
好ましい。このように構成することにより、呈色部８から発せられる光の受光量を大きく
することができ、検出感度が向上する。
【００４１】
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続いて、Ｌ１とＬ２との関係について考える。Ｌ１とＬ２との比率には特に制限はなく、
（１）式を満足するようにＲ１とともに決定すればよい。ただ、Ｌ１＜Ｌ２となると、ラ
イン状の呈色部８の幅Ｒ２が１ｍｍ程度であることを考慮して（１）式を解くと、光案内
孔３ｂの内径Ｒ１は、約０．３ｍｍ以下となってしまい、光案内孔３ｂを加工する際の難
度が高くなるために好ましくない。
【００４２】
Ｌ１≧Ｌ２であり、且つ、Ｌ１／Ｌ２を大きくすればするほど、（１）式より、光案内孔
３ｂの内径Ｒ１を大きく設定できるので好ましい。しかし、免疫クロマト試験片５ａと光
案内孔３ｂの光入射口までの距離Ｌ２は、測定光を免疫クロマト試験片５ａ照射しなけれ
ばならないこと等により現実的には数ｍｍ程度が必要であることから、あまりにもＬ１／
Ｌ２を大きくすると（例えばＬ１／Ｌ２＝５）、とすると、光案内孔３ｂの長さＬ１が長
くなりすぎてしまい、光案内孔３ｂを加工する際の難度が高くなるために望ましくない。
【００４３】
これらのことを考慮すると、Ｌ１とＬ２との関係は、Ｌ１／Ｌ２が２～３程度であること
が好ましい。
【００４４】
Ｌ１及びＬ２は、Ｌ１／Ｌ２が２～３程度であって、（１）式を満足する範囲で、できる
だけ短くすることが好ましい。なぜなら、フォトダイオード３ａで測定される光の光量は
、距離の２乗に反比例して小さくなるからである。Ｌ１及びＬ２を短くすることで、フォ
トダイオード３ａと免疫クロマト試験片５ａとの距離を短くすることにより、呈色部８か
ら発せられる光の受光量を大きくすることができ、検出感度が向上する。
【００４５】
続いて、光案内管３ｂ，３ｂ・・・の設置本数について、図２、図６を参照して詳細に説
明する。
【００４６】
図２において、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・のピッチをＰ１、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を
隔てている壁の厚さをα、ライン上の呈色部８の長さをＷ１とする。
【００４７】
　このとき、測定ヘッド４に設けることができる光案内孔３ｂ，３ｂ・・・の本数Ｎにつ
いて考える。光案内孔３ｂには、呈色部８により反射される光をフォトダイオード３ａま
で案内する役割がある。呈色部８における呈色の度合いをより正確に測定するために、光
案内孔３ｂに入射する光には、非呈色部で反射された光が混入しないことが求められる。
このことから、測定ヘッド４に設けられる光案内孔３ｂの本数Ｎの条件として、下記の（
２）式を満足することが求められる。
　　Ｎ≦（Ｗ１－２×Ｒ ×Ｌ２／Ｌ１）／（Ｒ１＋α）　　・・・　（２）
【００４８】
　ここで、右辺の分母である“Ｒ１＋α”は、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・のピッチＰ１で
ある。右辺の分子“Ｗ１－２×Ｒ ×Ｌ２／Ｌ１”は、呈色部８の長さＷ１から発せられ
た光が、全て光案内孔３ｂ，３ｂ・・・により検出されると考えた場合に、光案内孔３ｂ
，３ｂ・・・を配置可能な長さ（図６の領域Ｂ２の長さに相当）を示している。
【００４９】
　つまり、図６を参照すると、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・に入射する光は、免疫クロマト
試験片５ａの領域Ｂから発せられたものである。ここで領域Ｂの長さと呈色部８の長さＷ
１とが等しいとすると、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を配置可能な領域Ｂ２の長さは、図６
に示したように、領域Ｂ１及び領域Ｂ３の長さの分だけ領域Ｂの長さよりも短くなる。と
ころで、領域Ｂ１及び領域Ｂ３の長さは、Ｌ２×ｔａｎθ（＝Ｌ２×Ｒ ／Ｌ１）である
ので、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を配置可能な領域Ｂ２の長さは、“Ｗ１－２×Ｒ ×Ｌ
２／Ｌ１”となる。
【００５０】
この領域Ｂ２の長さを光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を配置するピッチＰ１で割ることにより
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、（２）式に示したように、測定ヘッド４に設けることができる光案内孔３ｂ，３ｂ・・
・の最大本数Ｎを求めることができる。
【００５１】
なお、（２）式において、保護板３ｃは、充分に薄く形成されるので、保護板３ｃによる
光の屈折を無視している。
【００５２】
ここで、測定ヘッド４に設ける光案内孔３ｂ，３ｂ・・・の本数Ｎは、（２）式を満足す
る範囲で、できるだけ多く設定することが好ましい。このように構成することにより、呈
色部８から発せられる光の受光量を大きくすることができ、検出感度が向上する。
【００５３】
また、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を設けるピッチＰ１も、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・を隔
てている壁の厚さαを小さくすることにより、できるだけ小さく設定することが好ましい
。このように構成することにより、光案内孔３ｂ，３ｂ・・・の設置本数Ｎが増えるので
、呈色部８から発せられる光の受光量を大きくすることができ、検出感度が向上する。
【００５４】
ここで、保護板３ｃとしてマイクロブラインド構造のシートを用いると、指向性を向上さ
せることができ、光案内孔３ｂの内径Ｒ１を大きく、もしくは光案内孔３ｂの長さＬ１を
短く設定することが可能となる。
【００５５】
以上説明したように、本第１実施形態の測定装置１においては、光案内孔３ｂ，３ｂ，３
ｂ，３ｂが、免疫クロマト試験片５ａにおけるライン状の呈色部８に沿って、複数設けら
れているので、たとえ、呈色部８に場所による色の濃淡があったとしても、呈色部８の異
なる部位から案内された光を平均化することができるので、呈色部８の呈色の度合いをよ
り正確に測定することができる。
【００５６】
また、本第１実施形態の測定装置１においては、検出光学系３に結像レンズ等を用いてい
ないので、検出光学系３を小型化することができる。
【００５７】
なお、本第１実施形態においては、照射光学系２は、測定ヘッド４に設けられており、測
定光の免疫クロマト試験片５ａによる反射光を検出光学系３により測定していたが、図７
に示すように、照射光学系２０を試料台６の下側、つまり、免疫クロマト試験片５ａの裏
面側に設けることも可能である。この場合、ＬＥＤ２０ａから照射される測定光は柱状の
ガラス等からなるミキシングロッド２０ｂ等で均一化され、免疫クロマト試験片５ａの裏
面側から照射され、免疫クロマト試験片５ａを透過した透過光が検出光学系３で測定され
ることとなる。
【００５８】
（第２実施形態）
次に、図８を参照して第２実施形態について説明する。図８（ａ）及び（ｂ）は、第２実
施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の構成を説明するための断面図であり、図１
におけるＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図に相当する図面である。本第２実施形態は、フォト
ダイオード３ａの数の点で第１実施形態と相違する。
【００５９】
第２実施形態の測定装置１は、図８（ａ）に示されるように、フォトダイオードの数を２
個として、光案内孔３ｂ 1，３ｂ 2により案内される光をフォトダイオード３ａ 1で測定し
、光案内孔３ｂ 3，３ｂ 4により案内される光をフォトダイオード３ａ 2で測定するように
構成されている。それぞれのフォトダイオード３ａ 1，３ａ 2に入射した光は、フォトダイ
オード３ａ 1，３ａ 2により電気的な出力信号へと変換される。それぞれの出力信号は、演
算手段９により平均化され、呈色部８の呈色の度合いが算出される。
【００６０】
また、第２実施形態の測定装置１は、図８（ｂ）に示されるように、フォトダイオードの

10

20

30

40

50

(8) JP 4005929 B2 2007.11.14



数を４個として、光案内孔３ｂ 1，３ｂ 2，３ｂ 3，３ｂ 4により案内される光をそれぞれ異
なるフォトダイオード３ａ 1，３ａ 2，３ａ 3，３ａ 4で測定するように構成してもよい。そ
れぞれのフォトダイオード３ａ 1，３ａ 2，３ａ 3，３ａ 4に入射した光は、フォトダイオー
ド３ａ 1，３ａ 2，３ａ 3，３ａ 4により電気的な出力信号へと変換される。それぞれの出力
信号は、演算手段９により平均化され、呈色部８の呈色の度合いが算出される。
【００６１】
以上のように、本第２実施形態の測定装置１によれば、複数のフォトダイオード３ａ 1，
３ａ 2，３ａ 3，３ａ 4により、免疫クロマト試験片５ａから発せられる光を測定するので
、呈色部８の呈色度合いの場所によるバラツキという新たな指標により、免疫クロマト試
験片５ａの評価を行うことができる。
【００６２】
（第３実施形態）
次に、図９を参照して第３実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置について説明す
る。図９は、第３実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の構成を説明するための
断面図であり、図１におけるＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図に相当する図面である。本第３
実施形態は、検出光学系が複数設けられている点で第１実施形態と相違する。
【００６３】
第３実施形態の測定装置１においては、測定ヘッド４に複数（本実施形態においては、２
つ）の検出光学系３ 1，３ 2が並列に設けられている。なお、夫々の検出光学系３ 1，３ 2は
、第１実施形態の検出光学系３と同等の構成を有している。
【００６４】
以上のように、本第３実施形態の測定装置１は、２つの免疫クロマトユニット５ 1，５ 2の
評価を同時に並行して行うことが可能となるために、免疫クロマト試験片の処理速度が向
上する。なお、測定ヘッド４に設けられる検出光学系の数は２つに限定されるものではな
く、所望に応じて３つ以上設けることも可能である。
【００６５】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したとおり、本発明によれば、免疫クロマト試験片の呈色の度合いを正
確に測定することが可能な免疫クロマト試験片の測定装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の一部切欠斜視図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】免疫クロマト試験片から得られた反射光の吸光プロファイルである。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図である。
【図５】光案内孔の内径が採るべき範囲を説明するための図面である。
【図６】光案内孔の配置本数を説明するための図面である。
【図７】第１実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の変形例を示す一部切欠斜視
図である。
【図８】（ａ）及び（ｂ）は、第２実施形態に係る免疫クロマト試験片の測定装置の構成
を説明するための断面図である。
【図９】第３実施形態である免疫クロマト試験片の測定装置の構成を説明するための断面
図である。
【符号の説明】
１…測定装置、２，２０…照射光学系、２ａ，２０ａ…ＬＥＤ、２０ｂ…ミキシングロッ
ド、２ｂ…穴、３…検出光学系、３ａ，３ａ 1，３ａ 2，３ａ 3，３ａ 4…フォトダイオード
、３ｂ，３ｂ 1，３ｂ 2，３ｂ 3，３ｂ 4…光案内孔、３ｃ…保護板、４…測定ヘッド、５，
５ 1，５ 2…免疫クロマトユニット、５ａ…免疫クロマト試験片、５ｂ…ケーシング、５ｃ
…検体点着ウインド、５ｄ…観測用ウインド、５ｅ…コントロールウインド、５ｆ…　検
体点着部、５ｇ，５ｈ…検出部、６…試料台、６ａ…　凹部、７…移動台、８…呈色部、
９…演算手段。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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